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第39号

主
な
内
容

議
案
の
概
要	

Ｐ
２

一
般
質
問	

Ｐ
４

議
会
見
学	

Ｐ
11

も

く

じ

市消防出初式の巡
じゅんえつ

閲

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会（
11・12
月
）

◎
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
、

11
月
26
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で

の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

◎
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
で

は
、
平
成
27
年
度
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
な

ど
計
15
案
件
（
請
願
３
件
を
含

む
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議

案
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
を
行
い
ま
し

た
。
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平成 27 年（11・12 月）　第４回定例会　議決一覧表
議案番号 議　案　名 議案の概要 結　　果

承認第９号 専決処分の承認を求めるこ
とについて（第９号）

平成27年度つくばみらい市一般会計補正予算
（第３号）について、専決処分したので承認を
求められたものです。

原案承認

議案第62号 つくばみらい市総合計画条例

総合計画は、市民にまちづくりの中・長期的
な展望を示すものであることから、法的な策
定義務がなくなっても策定すべきと考え、条
例を制定するものです。

原案可決

議案第63号

つくばみらい市行政手続に
おける特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号
の利用に関する条例

マイナンバー法の規定に基づき、個人番号の
利用に関し必要な事項を定めるため、条例を
制定するものです。

議案第64号 つくばみらい市税条例等の
一部を改正する条例

地方税法等に基づく地方分権の推進及び同法
施行規則の一部改正に伴い、所要の改正を行
うため条例の一部改正をするものです。

議案第65号

農業協同組合法等の一部を
改正する等の法律の施行に
伴う関係条例の整備に関す
る条例

農業協同組合法等の一部を改正する等の法律
の施行に伴い、農業委員会の委員の定数等所
要の整備を行う必要が生じたため、条例を制
定するものです。

議案第66号 平成27年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第４号）

歳入歳出それぞれ２億3,609万６千円を追加
し、予算の総額を212億2,077万８千円とする
ものです。

議案第67号
平成27年度つくばみらい市
国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

歳入歳出それぞれ197万２千円を追加し、予
算の総額を60億4,940万５千円とするもので
す。

●
第
４
回
定
例
会
●

11
月
26
日
（
木
）
本
会
議

　
開
会

　
会
期
の
決
定

　
議
案
の
上
程
及
び
説
明

30
日
（
月
）
本
会
議

　
一
般
質
問　
　
６
人

12
月
１
日
（
火
）
本
会
議

　
一
般
質
問　
　
５
人

　
議
案
に
対
す
る
質
疑

　
承
認
案
件
の
採
決

　
議
案
の
委
員
会
付
託

２
日
（
水
）
常
任
委
員
会

　
総
務
常
任
委
員
会

３
日
（
木
）
常
任
委
員
会

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

４
日
（
金
）
常
任
委
員
会

　
経
済
常
任
委
員
会

９
日
（
水
）
本
会
議

　
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
、
閉
会

◆ 

会
期
・
日
程 

◆
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議案番号 議　案　名 議案の概要 結　　果

議案第68号
平成27年度つくばみらい市
後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ20万７千円を追加し、予算
の総額を３億8,070万８千円とするものです。

原案可決

議案第69号
平成27年度つくばみらい市
介護保険特別会計補正予算
（第２号）

歳入歳出それぞれ9,170万１千円を追加し、予
算の総額を30億6,832万９千円とするもので
す。

議案第70号
平成27年度つくばみらい市
公共下水道事業特別会計補
正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ1,606万６千円を追加し、予
算の総額を10億8,776万９千円とするもので
す。

議案第71号
平成27年度つくばみらい市
農業集落排水事業特別会計
補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ1,179万３千円を追加し、予
算の総額を４億8,375万７千円とするもので
す。

議案第72号
平成27年度つくばみらい市
水道事業会計補正予算（第１
号）

収益的収入及び支出で、支出を12万６千円追
加し、13億1,273万４千円とするものです。

番　号 請願・陳情名 結　　果
請願第８号 四ヶ字入排水機場の排水能力の増強を求める請願 採 択

請願第９号 TPP交渉に関する請願 不 採 択

請願第10号「消費税率 10%への引き上げ中止を求める意見書提出」を求める請願 継続審査

陳情第８号 宇宙船地球号を守る為の陳情・地球社会建設決議陳情書 全議員及
び執行部
に 配 布陳情第９号 沖縄の米軍普天間飛行場代替施設建設の早期実現、沖縄米軍基地の整理縮

小及び負担軽減を求める意見書の採択を求める陳情

議
案
質
疑

討
　
論

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

議
案
第
66
号　
平
成
27

年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）の
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
用
地
費
に
つ

い
て

　
中
島
清
和
議
員

議
案
第
66
号　
平
成
27

年
度
つ
く
ば
み
ら
い
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）の
市
税
過
誤

納
還
付
金
に
つ
い
て

　
今
川
英
明
議
員

議
案
第
63
号　
つ
く
ば

み
ら
い
市
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
に
関
す
る
条
例

【
反
対
討
論
】

　
古
川
よ
し
枝
議
員

議
案
第
65
号　
農
業
協

同
組
合
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
等
の
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

【
反
対
討
論
】

　
川
上
文
子
議
員

請
願
第
９
号　
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
関
す
る
請
願

【
賛
成
討
論
】

　
川
上
文
子
議
員
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皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
質
問
は
、
議
員
本
人
が
概
ね
２
０
０
字
を
目

安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質
問
議
員
11
名　
　
質
問
24
項
目

海老原　弘
議員

農
業
体
験
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

●
海
老
原
議
員

　
農
と
食
の
大
型
複
合
施
設
「
な
め

が
た
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

が
平
成
27
年
10
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。体
験
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
企

画
し
、
行
方
市
特
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ

の
加
工
工
場
、農
産
物
の
販
売
所
、地

場
農
産
物
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、

見
学
や
農
業
体
験
の
で
き
る
施
設
で

あ
る
。同
施
設
の
経
緯
、
規
模
及
び
予

算
並
び
に
国
庫
補
助
金
な
ど
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。こ
の
よ
う
な
取
組

を
本
市
も
で
き
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

●
市
民
経
済
部
長

　
経
緯
と
し
て
は
、首
都
圏
近
郊
に
サ

ツ
マ
イ
モ
加
工
工
場
の
設
置
を
考
え

て
い
た
企
業
と
、
以
前
か
ら
取
引
が

あ
り
、
地
元
特
産
品
の
販
路
拡
大
を

希
望
し
て
い
た
Ｊ
Ａ
と
生
産
者
の
メ

リ
ッ
ト
が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
実
現

で
き
た
も
の
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
な
め
が

た
等
に
よ
る
と
、
閉
校
と
な
っ
た
小

学
校
跡
地
な
ど
を
含
め
た
総
面
積
は

約
33	

ha
で
、
総
事
業
費
は
約
45
億
円
、

う
ち
国
庫
補
助
金
は
６
億
５
千
万
円

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な

取
組
を
行
い
た
い
と
い
う
意
欲
あ
る

農
業
者
や
、
企
業
、
団
体
が
い
れ
ば
、

実
現
に
向
け
、
補
助
金
の
活
用
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り

た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
防
災
対
策
に
つ
い
て
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●
古
舘
議
員

　
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
交

通
弱
者
の
日
常
生
活
の
移
動
を
補
助

す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
で
運
行
し
て
い
る
。
そ
の
運
行

に
際
し
、
利
用
者
１
人
当
た
り
の
市

の
負
担
は
い
く
ら
な
の
か
。
ま
た
、

利
用
状
況
は
前
年
度
と
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
か
。

　

そ
し
て
、
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
多
く

の
方
が
利
用
し
た
い
市
外
の
医
療
機

関
や
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
な
ど
へ

の
運
行
を
お
願
い
し
た
い
。

●
市
長
公
室
長

　
平
成
26
年
度
決
算
に
お
い
て
、
運

行
委
託
経
費
に
か
か
る
市
の
負
担
額

は
約
１
千
３
０
０
万
円
で
、
延
べ
利

用
者
数
が
４
千
２
１
９
人
な
の
で
、

利
用
者
一
人
当
た
り
の
市
の
負
担
額

は
約
３
千
円
で
あ
る
。

　
な
お
、
平
成
27
年
度
は
、
年
間
利
用

者
数
が
前
年
度
よ
り
も
１
千
人
以
上

上
回
る
見
込
み
で
あ
り
、国
庫
補
助
金

も
増
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、利
用
者

一
人
当
た
り
の
市
の
負
担
額
は
２
千

円
程
度
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

●
市
長

　
当
市
の
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
、
市
内
運
行
と
し
て
許
可
を
受
け

て
お
り
、
ま
た
、
安
価
で
は
民
間
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
経
営
圧
迫
に
な
る

ほ
か
、
１
便
当
た
り
の
運
行
時
間
内

に
市
外
へ
の
往
復
が
で
き
る
の
か
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
関
係
機

関
と
連
携
・
調
整
の
う
え
、
幅
広
い

視
点
で
総
合
的
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
絹
の
台
周
辺
の
生
活
道
路
の
補

修
な
ど
に
つ
い
て

　
☆
今
回
の
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害

で
の
対
応
に
つ
い
て

●
文
隨
議
員

　
平
成
27
年
度
米
は
、
カ
メ
ム
シ
に

よ
る
斑
点
米
が
多
く
、
米
の
等
級
が

下
が
り
、
農
家
の
収
入
に
大
き
な
影

響
が
あ
っ
た
。
今
年
、
県
北
、
県
央

に
は
注
意
報
が
で
て
お
り
、
県
南
も

平
年
よ
り
発
生
が
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
来
年
は
大
量
発

生
し
た
カ
メ
ム
シ
が
越
冬
し
、
出
穂

期
に
大
き
な
被
害
の
可
能
性
が
あ

り
、
防
除
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
カ
メ
ム
シ
防
除
に
助
成
し

て
は
ど
う
か
。

●
市
長

　
当
市
な
ら
で
は
の
魅
力
的
で
、
安

心
・
安
全
な
農
産
物
の
生
産
が
で
き

る
よ
う
、
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
も
、

農
産
物
に
大
き
な
被
害
が
生
じ
な
い

よ
う
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

●
市
民
経
済
部
長

　

カ
メ
ム
シ
の
防
除
対
策
と
し
て

は
、
雑
草
防
除
と
薬
剤
防
除
が
あ
る
。

今
後
、
防
除
対
策
の
周
知
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
、
防
除
薬
剤
を
購
入
し

た
農
家
へ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
農
地
中
間
管
理
事
業
の
現
状
及

び
農
地
集
積
の
現
況
と
対
策
に

つ
い
て

古舘　千恵子
議員

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

利
用
状
況
に
つ
い
て

文隨　靖
　　　 議員

水
稲
の
害
虫
カ
メ
ム
シ
防
除
の助

成
に
つ
い
て

カメムシ
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●
鐘
ケ
江
議
員

　
市
内
2
箇
所
の
児
童
館
は
閉
館
が

18
時
で
、
地
区
外
の
子
ど
も
た
ち
は

利
用
が
し
づ
ら
く
、
中
高
生
利
用
者

は
特
に
少
な
い
。
中
高
生
同
士
の
交

流
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

等
、
中
高
生
も
利
用
し
易
い
「
居
場

所
」
に
な
る
よ
う
、
児
童
館
拡
充
・

利
用
方
法
や
時
間
の
見
直
し
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
公
民
館
・
コ
ミ
セ
ン
等
は
、

中
高
生
の
み
の
団
体
登
録
が
で
き
な

い
た
め
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
の
利
用

が
で
き
な
い
。
利
用
規
制
を
緩
和
し
、

積
極
的
に
活
動
の
場
を
提
供
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

●
市
長

　

児
童
館
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
と

も
に
、
併
せ
て
既
存
施
設
等
を
活
用

し
た
設
置
整
備
な
ど
、
総
合
的
に
判

断
し
な
が
ら
新
た
な
地
区
へ
の
設
置

を
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
今
後
新
た
に
、
中
高

生
が
中
心
と
な
り
、
児
童
館
の
行
事

に
積
極
的
に
協
力
・
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
企
画
事
業
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。

●
教
育
長

　
コ
ミ
セ
ン
や
公
民
館
で
の
中
高
生

の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
児

童
館
と
は
違
い
、
市
民
の
地
域
活
動

の
活
性
化
、
相
互
交
流
や
文
化
の
向

上
に
寄
与
す
る
施
設
と
し
て
、
団
体

で
の
予
約
制
に
よ
る
部
屋
の
利
用
が

さ
れ
て
い
る
。

当
日
の
利
用

は
難
し
い
が
、

目
的
を
も
っ

て
の
サ
ー
ク

ル
活
動
で
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
予

約
し
て
利
用

し
て
ほ
し
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
妊
婦
健
診
助
成
費
の
拡
充
に
つ

い
て

　
☆
安
心
安
全
な
道
路
整
備
に
つ
い
て

●
坂
議
員

　
昭
和
61
年
8
月
に
起
き
た
小
貝
川

大
洪
水
以
後
、
小
貝
川
堤
防
の
拡
幅・

か
さ
上
げ
工
事
、
堤
防
の
り
面
補
強

工
事
が
行
わ
れ
た
が
、
下
小
目
地
区

側
の
道
畑
排
水
樋
管
部
分
や
上
平
柳

間
宮
林
蔵
記
念
館
側
の
小
貝
川
左
岸

に
未
施
工
箇
所
が
あ
り
、
今
回
の
鬼

怒
川
の
堤
防
決
壊
に
よ
り
周
辺
住
民

の
不
安
は
増
大
し
て
い
る
。

　
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
重
要
水
防
箇

所
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
認
識
・
把
握

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
長
は
要

望
活
動
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
尋
ね
る
。

●
都
市
建
設
部
長

　
小
貝
川
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し

た
排
水
樋
管
や
堤
防
高
や
堤
防
断
面

の
不
足
な
ど
、
水
防
上
重
要
な
箇
所

が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
国
と
合

同
で
堤
防
巡
視
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
小
貝
川
の
水
防
上
最
も
重

要
な
箇
所
と
し
て
は
、
老
朽
化
し
た

排
水
樋
管
と
橋
梁
桁
下
の
河
道
断
面

の
不
足
な
ど
合
計
11
箇
所
で
あ
る
。

●
市
長

　

市
民
の
安
心
安
全
を
図
る
う
え

で
、
河
川
改
修
の
促
進
は
早
急
な
重

要
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
要
望
活
動
と
し
て
は
、
平
成

27
年
10
月
30
日
に
県
内
８
市
２
町

で
、
国
土
交
通
大
臣
の
ほ
か
８
大
臣

に
直
接
要
望
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

12
月
７
日
に
総
理
大
臣
に
直
接
要
望

を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
市
民
の
声
が
国
に
届
け
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
国
に
対
し
、
河
川
の
早
期
改
修
を

一
層
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

鐘ケ江　礼生奈
議員

中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

坂　　洋
　　　 議員

小
貝
川
の
堤
防
決
壊
へ
の
備
え
に
つ
い
て

みらい平コミセン児童館
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●
染
谷
議
員

　
厚
労
省
の
調
べ
で
、
平
成
25
年
度

の
国
民
医
療
費
は
つ
い
に
40
兆
円
を

超
え
、
今
後
医
療
費
抑
制
の
取
組
が

重
要
と
な
る
。
本
市
で
も
医
療
費
は

毎
年
約
1
億
円
ず
つ
増
加
を
し
て
い

る
が
、
医
療
費
抑
制
の
取
組
と
し
て

現
在
の
検
診
会
場
の
設
定
と
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
促
進
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
ま
た
、
健
診
を
受
け
な
い
理
由
に

健
診
会
場
が
遠
い
と
の
声
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
身
近
な
所
に
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
健
診
で
若
年
者
の
受
診
促
進
や
特

定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健
診
の
受
診

場
所
を
市
内
医
療
機
関
に
も
拡
大
し

て
は
ど
う
か
。

●
保
健
福
祉
部
長

　
健
診
会
場
と
し
て
は
、
市
民
が
来

場
し
や
す
い
よ
う
に
、
市
内
各
小
学

校
区
内
で
１
箇
所
を
原
則
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
な
お
、設
定
に
当
た
っ

て
は
、
健
診
の
大
型
車
両
や
来
場
者

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
と
れ
る
の
か
、

各
種
検
査
項
目
が
滞
り
な
く
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
る
施
設
で
あ

る
か
な
ど
を
考
慮
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

促
進
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

10
月
現
在
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
利
用
差
額
通
知
書
に
よ
り
、
40
歳

以
上
で
慢
性
疾
患
に
よ
り
血
圧
降
下

剤
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
２
９
２
人

の
内
72
人
が
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
変
更
を
確
認
し
て
い
る
。

●
市
長

　
今
後
も
、
健
診
の
回
数
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
を
含
め
た
会
場

の
見
直
し
な
ど
、
受
診
し
や
す
い
環

境
を
整
え
、
健
診
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

●
直
井
議
員

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
し
、

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
東
京

圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是
正

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い

環
境
を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
、
国

民
一
人
一
人
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し

て
営
め
る
地
域
社
会
の
形
成
と
個
性

豊
か
で
多
様
な
人
材
の
確
保
、
地
域

に
お
け
る
魅
力
あ
る
多
様
な
就
業
の

機
会
の
創
出
を
国
は
求
め
て
い
る
。

当
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

に
関
し
て
現
在
の
計
画
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

●
市
長
公
室
長

　
市
で
は
、
市
民
意
向
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」及
び「
総
合
戦
略
」

を
審
議
・
検
討
し
て
い
る
。

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」に
つ
い
て
は
、素

案
と
し
て
、
目
標
年
度
の
２
０
６
０

年
に
は
、
目
標
人
口
、
４
万
６
千
人

を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
総
合
戦
略
」
に
お
い
て

は
、
今
後
の
課
題
に
対
応
し
、
目
標

人
口
を
達
成
す
る
た
め
、
素
案
と
し

て
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
子
ど
も
が

成
長
し
て
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
で
家

族
を
持
つ
好
循
環
」
を
総
合
戦
略
の

基
本
理
念
に
掲
げ
、
理
念
実
現
の
た

め
、「
定
住
促
進
」、「
結
婚
支
援
」、「
子

育
て
支
援
」、「
経
済
の
活
性
化
」
の

４
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
そ
れ
に

向
け
た
施
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
本
市
の
河
川
災
害
に
お
け
る
防

災
計
画
に
つ
い
て
伺
う

直井　高宏
議員

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
つ
い
て
伺
う

染谷　礼子
議員

健
診
率
向
上
で
生
活
習
慣
病
予
防
を

促
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
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●
小
田
川
議
員

　
関
東
・
東
北
豪
雨
の
災
害
で
、
当

市
の
す
こ
や
か
福
祉
館
と
総
合
運
動

公
園
が
常
総
市
民
の
避
難
所
と
な

り
、
避
難
所
開
設
当
時
、
総
合
運
動

公
園
で
は
職
員
が
大
変
苦
労
し
て
い

た
。
そ
ん
な
中
、
商
工
会
青
年
部
が

当
初
か
ら
炊
き
出
し
を
行
い
、
そ
の

後
、
商
工
会
の
各
部
会
で
毎
日
温
か

い
食
事
を
提
供
し
て
い
た
。
こ
の

商
工
会
の
行
動
力
、
団
結
力
は
市
内

活
性
化
の
原
動
力
に
な
る
と
考
え
る

が
、
こ
れ
を
市
で
は
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

商
工
会
へ
の
支
援
、
連
携
を
含
め
伺

う
。

●
市
民
経
済
部
長

　
商
工
会
は
、
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

し
て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
行
動
力
、

団
結
力
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
現
在
、
市
と
商
工
会
の
間
で
は
、

災
害
の
支
援
協
定
は
な
い
が
、
大
き

な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
地
域

の
事
業
所
な
ど
を
熟
知
し
て
い
る
商

工
会
と
連
携
し
、
被
災
者
へ
の
対
応

や
、
復
旧
に
必
要
な
調
査
、
及
び

支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
は
、
今
後
も

商
工
業
の
振
興
等
に
つ
な
げ
る
た

め
、
商
工
会
の
会
員
・
非
会
員
を
含

め
、
新
し
い
事
業
に
取
り
組
む
民
間

企
業
の
掘
り
起
こ
し
や
、
関
係
機
関

へ
の
橋
渡
し
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
商
工
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
事
業
体
制
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
市
内
道
路
の
現
状
に
つ
い
て

●
今
川
議
員

　

超
高
密
度
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム

は
、
雨
量
、
風
向
、
風
速
、
気
圧
、

気
温
、
湿
度
な
ど
８
種
類
の
デ
ー
タ

を
２
㎞
範
囲
で
観
測
し
、
気
象
情
報

を
１
分
ご
と
に
提
供
で
き
、
ア
ラ
ー

ト
情
報
も
可
能
で
あ
る
。
国
土
交
通

省
の
Ｘエ

ッ

ク

ス

レ

イ

ン

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
で
は
、
範
囲
が
広

す
ぎ
、
市
民
は
解
読
不
能
で
あ
る
。

こ
の
超
高
密
度
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム

は
、
守
谷
市
、
常
総
市
で
設
置
し
て

お
り
、
坂
東
市
、
取
手
市
、
牛
久
市

で
も
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
異

常
気
象
で
災
害
が
多
発
し
て
い
る
状

況
の
中
、
危
険
情
報
を
伝
達
し
、
市

民
の
安
心
安
全
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

●
総
務
部
長

　
市
で
は
、
国
土
交
通
省
が
無
料
で

配
信
し
て
い
る
Ｘ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
と
呼
ば

れ
る
高
性
能
、
高
分
解
能
の
観
測

レ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
、
気
象
庁
、
水

戸
気
象
台
な
ど
の
様
々
な
気
象
情
報

を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｘ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｎ
は
60
㎞
四
方
で
運
用
を
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
レ
ー
ダ
ー
の
性
能
は
、

２
５
０
ｍ
四
方
で
の
分
布
で
、
雨
量

そ
の
他
を
１
分
間
隔
で
観
測
が
で
き

る
と
聞
い
て
い
る
。

　
今
後
も
、
国
や
県
ま
た
気
象
庁
等

と
情
報
を
共
有
し
、
様
々
な
警
報
や

注
意
報
等
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、

災
害
予
測
に
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
つ

い
て

　
☆
水
道
事
業
に
つ
い
て

小田川　浩
議員

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
に
つ
い
て

今川　英明
議員

超
高
密
度
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
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●
古
川
議
員

　
「
伊
奈
東
か
ら
み
ら
い
平
駅
前
の

ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
さ
え
、
バ
ス

時
刻
が
合
わ
な
い
た
め
不
自
由
を
し

て
い
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
往

復
千
円
も
す
る
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
気
軽
に
使
え
な
い
。
市
外
の

総
合
病
院
へ
の
交
通
手
段
が
な
い
。」

と
い
う
交
通
弱
者
の
切
実
な
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

　
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
バ
ス
の

台
数
を
増
や
す
こ
と
、
デ
マ
ン
ド
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
市
外
へ
の
乗
り
入
れ

や
料
金
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
並
み

に
引
き
下
げ
る
な
ど
、
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

●
市
長
公
室
長

　
市
は
、
今
後
の
公
共
交
通
を
考
え

る
う
え
で
、
利
用
者
の
声
を
聞
く
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
認
識

し
、
平
成
27
年
９
月
に
公
共
交
通
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
。
現
在
、
結
果
に
つ
い
て
詳
細
を

分
析
中
で
あ
る
が
、
公
共
交
通
の
利

用
者
と
未
利
用
者
、
双
方
の
意
見
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
台
数
な
ど
も
含
め
、
今
後
の
公

共
交
通
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
。
ま
た
、デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
市
外
運
行
に
つ
い
て
は
、
今
後
幅

広
い
視
点
に
立
っ
て
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
模
索
し
つ
つ
、
総
合
的
に
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
災
害
対
策
に
つ
い
て

　
☆
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

●
川
上
議
員

　
片
庭
市
政
に
な
っ
て
基
金
額
の
増

大
は
顕
著
で
、
基
金
合
計
は
平
成
26

年
度
末
で
80
億
8
千
万
円
と
5
年
間

で
2
倍
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
国
保

会
計
へ
の
繰
入
額
は
県
内
最
下
位
ク

ラ
ス
、
介
護
保
険
利
用
料
の
独
自
減

免
は
な
い
な
ど
、
暮
ら
し
に
直
結

す
る
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

も
っ
と
財
源
を
市
民
の
暮
ら
し
に
生

か
す
べ
き
だ
。

　
一
方
、
建
設
事
業
で
起
債
を
増
額

さ
せ
て
き
た
が
、
今
後
福
岡
工
業
団

地
や
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
事
業
等
を
「
実

施
あ
り
き
」
で
進
め
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
政
策
選
択
の
誤
り
を
生
ま

な
い
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
。

●
市
長

　
今
後
も
、
市
の
発
展
に
必
要
不
可

欠
な
大
規
模
事
業
を
計
画
し
て
お

り
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
９
つ
の

基
金
を
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
ま
た

公
債
費
の
償
還
財
源
と
し
て
も
活
用

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
市
が
将
来

に
わ
た
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
安
易

に
地
方
債
の
発
行
や
多
額
の
基
金
の

繰
り
入
れ
に
頼
る
こ
と
な
く
安
定
し

た
財
政
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
私
を
は
じ
め
職
員

全
員
が
こ
の
よ
う
な
状
況
を
深
く
共

有
し
、
よ
り
一
層
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据

え
た
事
業
に
取
組
、“
み
ら
い
”
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
行
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　
☆
職
員
配
置
に
つ
い
て

古川　よし枝
議員

市
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

川上　文子
議員

市
政
の
あ
り
方
を
問
う
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　議会改革特別委員会は、平成 25年 3月の第 1回定例会で設置し、これまでに 11回の
会議を開催しました。
　会議では、議会改革・活性化の調査・研究を重ね、その結果、次の３つについて取組を
進めていきます。

進めます。

議会改革
!!

委 員 長　松本　和男
副委員長　古舘　千恵子
委　　員　川上　文子　　　豊島　葵　　　今川　英明
　　　　　高木　寛房　　　坂　　洋　　　中島　清和
　　　　　直井　高宏　　　小田川　浩
　　　　　鐘ケ江　礼生奈

今後も、市民の皆さまの信頼を得られる市議会をつくる
ため、議会改革を進めてまいります。

ー その２ ー
定 例 会 等 に お い て、
執行機関が「検討」「善処」
「研究」等の答弁をした
場合は、一過性の答弁
と な ら な い よ う に、
その後の定例会で結果
を求めていきます。

ー その１ ー
大規模災害における
議員の役割を明確にし、
迅速な活動ができるよ
う、議会における大規
模災害対策要綱等を
策定します。

ー その３ ー
議会だより等において、
議案審議の状況や行政
等の疑問解明の企画
記事を掲載し、市民に
わかりやすく伝えてい
きます。
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　市立板橋小学校（佐藤校長）６年生、市立陽光台小学校（大坪校長）６年生のみなさんが、
議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子どもたちに小中学生の時代から議会に興味を持って
いただき、市民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成 20年度
より開始し、市内小中学校単位での本会議傍聴を促進しています。

板橋小学校６年１組　関
せ き

　和
わ か な

奏 さん
市議会を見学して思ったこと

　私は市議会を見学して、
思ったことや知ったことが
たくさんあります。
　１つ目は、議員さんたち
が私たちが住みやすいつく
ばみらい市をつくろうと、
がんばって努力してくれて
いたことです。
　そこで私はつくばみらい
市がもっと住みやすい市に
なるために必要なものをか
きます。
　１つ目は本屋です。本は
学校の授業でも使うので、
とても大切だと思うからで
す。
　２つ目は、市民会館です。私たちが、音楽会を行った時は総合運動公園だったけど、市民会館
のようなホールがあると、とても便利だと思うからです。
　３つ目は、児童館です。すでにつくばみらい市には、２つの児童館があるけれど、もっとたく
さんの児童館を板橋小学校の、学区内につくってほしいと思います。
　４つ目は、みらい平地区だけではなく、もっと他の地区に色々なものをつくってほしいです。
同じつくばみらい市なのに、学校も駅も病院もみらい平地区の方が立派なので、つくばみらい市
全体を、みらい平地区のようにしてほしいと思います。
　今日は市議会を見学させていただき、ありがとうございました。また見学したいと思います。

板橋小学校６年１組のみなさん

小学生のみなさんが議会を見学 !!
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板橋小学校６年２組　海
え び は ら

老原　愛
あ い

 さん

市議会を見学して分かったことやよかったこと
　私が、市議会を見学してわかったことは、質問を
されて質問に対する答えを言うのは、全て、市長さ
んだと思っていたけれど、見学してみると質問に対
する答えを言っているのは
市長さんだけではなく、質
問ごとに答える人が変わる
ことがわかりました。
　二つ目は、私が見学した
ときは鬼怒川の堤防が議題
になっていました。その時
に質問していた内容が私も
すこしきになっていた内容
だったので、きになってい
た質問に対する答えが聞け
てよかったです。
　私は、また市議会にきて
議会をまた見たいなぁと思
いました。

陽光台小学校６年１組　菊
き く た

田　蓮
れ ん

 さん

議会をぼうちょうして
　僕は、市議会に行きいちばん思ったことは、とても
緊張感が高く、市のことを決めることの重大さです。
　今回は、まず常総市が水害で大変な事態になった
がつくばみらい市の防災対策はどうなっているのか

という質問でした。ですが、
市長さんなどが市民への連
絡や消防署の設備、浄水場、
排水場の対策、衛生対策、
ひなん所の設置について詳
しく説明していたので、つ
くばみらい市の防災対策は
ほぼ完ぺきだと思いました。
しかし、想定外の大災害が
あっても大丈夫なのかなぁ
と思いました。
　この市議会で学んだこと
を社会の授業に生かしたい
と思いました。

板橋小学校６年２組のみなさん

陽光台小学校６年１組のみなさん
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陽光台小学校６年２組のみなさん

◆ 市議会を傍聴しませんか !! ◆
議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。

◎傍聴の手続き
傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢をご記入していただくだけで、傍聴席（定
員５０人）に入場できます。なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。

◎傍聴場所
つくばみらい市議会は、谷和原庁舎3階です。

■第４回定例会　傍聴者数　　　　２０５人　（うち小学生　　　　１３４人）

陽光台小学校６年２組　富
と み や ま

山　亮
りょう

 さん
この見学を通して学んだこと

そして今後の勉強に向けて
　今回はこのような貴重な市議会を見学させて頂き
ありがとうございました。
　つくばみらい市の約５万人の人口のうちの代表者
が市議会に参加していることを学びました。議員の
質問をしっかりと答えてい
てすごく勉強になりました。
　市議会を通して、ぼくた
ちが住んでいるつくばみら
い市を快適で住みやすいま
ちにするために話し合って
いました。
　ぼくたちは今、歴史を勉
強していて今後政治につい
て勉強します。その時には
今回の市議会を見学したと
いうことを勉強に役立てて
学習を深めていきたいです。
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※日程等については変更になる場合があります。なお、会
期日程は、議会運営委員会（通常は開会日の７日前に開
催）で協議され、定例会初日の本会議で決定されますの
で、事前に議会事務局までお問い合わせ下さい。

３月２日（水）に臨時会（議会人事など）が予定されています。

日 月 火 水 木 金 土
3/6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

平成 28 年　第１回定例会

本会議
（開会）

予算特別
委員会

休会

休会

休会

本会議
議会運営
委員会

総務常任
委員会

本会議
（一般質問）

予算特別
委員会

休会

本会議
（一般質問）
（閉会）

休会

教育民生
常任
委員会

予算特別
委員会

経済常任
委員会

休会

休会

◎ご意見ご感想をお寄せください◎
「議会だより」についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本誌編集の参考にさ
せていただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。

〒300-2492　つくばみらい市加藤237番地
つくばみらい市役所　議会事務局まで
☎：58-2111　FAX：20-5760
E-mail：gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

　市民の皆様には、議会だよりをご高覧いただき誠にありが
とうございます。現広報委員での発行は今回で最後となりま
す。
　次回の第 40号から新たな広報委員により、リニューアル
した議会だよりをお届けしますので、今後ともよろしくお願
いいたします。

記
編 集
後
委員長
中山　栄一

委 員 長　中山　栄一
副委員長　鐘ケ江　礼生奈
委　　員　古川　よし枝
　　　　　古舘　千恵子
　　　　　直井　高宏
　　　　　小田川　浩

◆ 音声による議会だより ◆
　ホームページより音声による議会だよりの配信を
行っています。音声は、ボランティア団体『朗読グルー
プかたくり』のご協力で音声訳を作成しています。
　また、社会福祉協議会を窓口に目の不自由な方々を対
象に、無料でCDの貸し出しをしています。ぜひ、お聴き
ください。

◆ 会議録の公開について ◆
会議の会議録は、市ホームページ、市立図書館、議会
事務局でご覧いただけます。なお、最新の会議録の公
開開始は、各定例会終了から概ね３か月後となります。

◆ 議会ＴＶ放映中 ◆
議会開会中、伊奈庁舎及び谷和原庁舎の
ロビーに設置してあるテレビで、本会議
の様子を生中継しています。どうぞ、ご
視聴ください。

◆ インターネット録画中継配信中 ◆
　つくばみらい市議会では、「市民に身近な、開かれた
議会」を目指し、ホームページより録画
中継の配信を行っています。それぞれの
映像の掲載期間は１年となります。どう
ぞ、ご覧ください。

議会広報特別委員会


